
大阪府警察本部



業務内容
○ 少年の健全育成に関すること

配属先 生活安全部 少年課

警務部 健康管理センター

総務部 府民応接センター
＊主に、少年課で勤務します。

○ 職員のメンタルヘルスに関すること

○ 犯罪被害者等の支援に関すること

心理職の業務

○ その他心理的援助に関すること



少年課において

・保護者や少年からの相談

（カウンセリングも含む）

・街頭補導

・広報啓発活動

少年課での業務



保護者や少年への指導

少年課での業務

少年の非行問題
問題行動
犯罪被害等

について保護者等からの相談を受け、
少年たちに助言指導を行います



少年課での業務

心理検査に基づいた指導
（科学的アプローチ）

少年一人一人に応じた指導を行います

相談の受理

•非行問題
•被害相談

心理検査の実施
• 少年の性格
• 親子関係
等を調べ、少年にあった指導方
法を策定

継続的な指導
• 少年や保護者との面接
• 環境調整
• 立直り支援活動
（農業体験、学習等）



少年課での業務

街頭補導

深夜はいかいや喫煙をする少年の補導

家出少年や福祉犯被害少年の発見保護活動

アウトリーチ型の指導も行います。



・SNSの被害防止
・薬物乱用防止
・特殊詐欺への加担の防止

等について講話をします

○ 小学校・中学校・高校等における
非行防止教室・犯罪被害防止教室

少年課での業務

広報啓発活動



業務研修（概ね月１回）
事例検討会、心理検査研修

外部研修（概ね年１回）
学会等に公費で参加

護身術も学びます

少年課での業務

職員研修



健康管理センターでの業務

健康管理センターにおいて



健康管理センターでの業務

・ストレスチェック
（全職員に対する実施・集団分析・職場環境改善など）

・職員の復職支援
（心理検査、府下の警察署等での面談など）

・惨事ストレスケア
（府下の警察署等での面談・ストレス調査など）

・メンタルヘルス教養
（各種研修等における教養・資料作成など）



府民応接センター（犯罪被害者等支援室）において

・犯罪被害者等の支援
（犯罪被害者等に対するカウンセリングなど）

・指導教養
（警察職員や支援関係者等に対する指導教養など）

警察官と共に支援活動を行います

府民応接センターでの業務



選考内容（選考科目・出題分野など）

第１次選考 第２次選考

教養考査（小論文）
⇒社会事象に対する基礎的知識、論理的思

考力、企画提案力、文章作成力などを問

います。

専門考査（記述式）
⇒教育学、心理学及び社会学の３つの分野

から出題します。

個別面接
⇒理解力、表現力などについて面接を

行います。

適性検査

★大阪府警察ウェブサイトに選考案内や過去
問題を掲載しています。是非ご覧ください。



大阪のために。あなたの力を。

大阪府警察でお待ちしています。


